
【対策】

①機器の組立作業の際には、異物の混入がないことを確認する。（必要に応じ

て組込み前のエアブロー、組込み時の立会等を行う）

【発生状況】

客先よりボイラー給水ポンプから水漏れの連絡があったため 分解して確認した

ところ、吐出ケーシングのOリング部に保温材の嚙み込みを発見した。 （Oリン

グも変形していた）

定修工事での分解・組立の際に 何らかの形で保温材が入り込んだと思われる。

【原因・問題点】

①吐出ケーシング吊り込みの際の、Oリングへの異物噛み込みの確認が不足し

ていた。

給水ポンプのケーシングに保温材が噛み込んでおり 水漏れが発生した
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